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17　　田中王堂の思想変化に関する考察─自然主義文学をめぐる論争を踏まえて─
序
　
田
中
王
堂
は
本
名
を
喜
一
と
い
い
、
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
一
二
月
三
〇
日
に
埼
玉
県
入
間
郡
中
富
村
（
現
在
の
埼
玉
県
所
沢
市
中
富
）
に
生
ま
れ
、
一
九
三
二
年
五
月
九
日
に
没
し
た
。
現
在
の
早
稲
田
大
学
や
立
教
大
学
、
東
京
工
業
大
学
な
ど
で
英
米
哲
学
を
講
じ
た
哲
学
者
で
あ
る
。
約
九
年
間
に
及
ぶ
米
留
学
を
通
じ
て
シ
カ
ゴ
大
学
に
て
デ
ュ
ー
イ
（John D
ew
ey
）
に
師
事
し
た
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
導
入
者
と
し
て
知
ら
れ
る）
1
（
。
　
本
稿
に
関
わ
る
範
囲
で
、
田
中
が
同
時
代
の
論
者
か
ら
ど
の
よ
う
に
時
代
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
か
次
の
引
用
か
ら
見
よ
う
。
こ
れ
は
田
中
の
死
後
、
早
稲
田
大
学
の
金
子
筑
水
が
『
読
売
新
聞
』
に
寄
せ
た
追
悼
文
で
あ
る
。
君
が
日
本
の
学
界
に
貢
献
し
は
じ
め
た
の
は
明
治
卅
年
頃
か
ら
と
も
思
ふ
が
、
し
か
し
あ
の
堂
々
の
陣
を
張
つ
て
、
一
代
の
論
客
と
し
て
思
想
壇
に
現
は
れ
た
の
は
矢
張
り
明
治
四
十
年
以
後
の
頃
で
あ
つ
た
と
思
ふ
。（
中
略
）
恰
も
日
本
の
思
想
界
に
於
い
て
旧
来
の
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
に
反
抗
し
て
、
広
い
意
味
の
リ
ア
リ
ズ
ム
が
自
然
主
義
と
い
ふ
特
殊
の
形
を
と
つ
て
現
は
れ
た
時
代
で
あ
つ
た
。
君
は
ま
さ
し
く
あ
の
当
時
の
リ
ア
リ
ズ
ム
の
再
興
の
機
運
に
乗
じ
て
日
本
の
思
想
界
に
働
き
か
け
た
も
の
で
、
そ
の
意
味
か
ら
日
本
の
思
想
界
を
強
め
、
深
め
た
人
で
あ
る
と
思
ふ）
2
（
。
金
子
は
「
一
代
の
論
客
」
と
し
て
田
中
が
活
躍
し
始
め
た
頃
と
平
行
し
て
「
自
然
主
義
」
が
現
れ
た
と
し
て
い
る
。
同
様
に
菊
池
寛
編
集
の
『
日
本
英
雄
伝
』
に
も
、
自
然
主
義
文
学
の
「
是
正
」
に
よ
っ
て
、
田
中
は
「
文
名
を
馳
せ
」
た
と
あ
る）
3
（
。
こ
の
よ
う
に
、
田
中
は
自
然
主
義
文
学
を
め
ぐ
る
中
で
あ
る
程
度
の
役
割
を
担
っ
た
。
こ
れ
は
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
石
川
啄
木
や
石
橋
湛
山
な
ど
に
自
然
主
義
文
学
批
判
の
理
論
的
根
拠
を
与
え
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う）
4
（
。
　
と
こ
ろ
で
、
田
中
は
先
行
研
究
で
は
根
本
的
な
思
想
の
変
化
が
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
吉
田
精
一
氏
は
田
中
の
「
根
本
思
想
に
は
深
化
・
発
展
が
︿
論
説
﹀
田
中
王
堂
の
思
想
変
化
に
関
す
る
考
察
─
自
然
主
義
文
学
を
め
ぐ
る
論
争
を
踏
ま
え
て
─
山
　
田
　
大
　
生
18
な
く
、
応
用
範
囲
が
ひ
ろ
く
な
る
だ
け
で
、
常
に
同
じ
パ
タ
ー
ン
の
く
り
返
し
に
終
わ
っ
て
い
る
と
は
、
諸
著
書
の
大
部
分
を
退
屈
な
も
の
に
し
て
い
る）
5
（
」
と
す
る
。
同
様
に
『
田
中
王
堂
著
作
集
』
を
編
集
し
た
北
村
実
氏
も
田
中
が
「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
立
場
を
堅
持
し
」、
そ
の
「
基
調
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
す
る）
6
（
。
こ
れ
ら
の
指
摘
は
哲
学
・
文
学
研
究
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
表
面
的
に
は
変
化
は
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
田
中
は
一
九
一
三
年
に
出
版
さ
れ
た
『
吾
が
非
哲
学
』
の
冒
頭
で
、「
江
湖
の
識
者
」
に
向
け
て
、
生
活
と
学
説
の
「
一
進
転
」
を
公
言
し
、「R
om
antic U
tilitarianism
」
を
主
張
し
て
い
た）
7
（
。
序
章
に
あ
た
る
「
新
し
き
決
心
」
の
中
で
、
田
中
は
「
最
近
一
二
年
に
亙
つ
て
、
学
説
の
刺
激
に
依
つ
て
か
、
将
た
性
情
の
発
展
に
依
て
か
、
私
の
奉
ず
る
学
説
と
、
私
の
営
む
生
活
と
の
間
に
は
、
少
し
く
扞
格
の
存
す
る
こ
と
を
発
見
し
た
」
と
、
自
身
の
思
想
変
化
を
指
摘
し
て
い
た）
8
（
。
　
さ
ら
に
、
田
中
は
か
つ
て
「
理
論
と
実
行
と
に
等
し
く
興
味
を
持
つ
」
こ
と
か
ら
「
学
徒
で
あ
り
、
同
時
に
志
士
で
あ
り
た
い
」
と
言
及
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
二
つ
の
要
素
で
は
「
真
に
、
私
の
生
活
を
組
織
す
る
二
つ
の
要
素
」
を
言
い
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。
こ
れ
ら
よ
り
「
一
層
深
い
根
底
に
、
ロ
オ
マ
ン
チ
ス
ト
た
り
、
実
利
主
義
者
た
る
二
つ
の
欲
求
が
横
た
つ
て
居
る
」
と
言
及
す
る
。「
学
徒
で
あ
り
、
同
時
に
志
士
で
あ
り
た
い
」
と
い
う
表
現
は
初
の
単
著
と
な
っ
た
『
書
斎
よ
り
街
頭
に
』（
一
九
一
一
年
）
の
「
解
題
」
か
ら
見
出
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
「
学
徒
」
と
「
志
士
」
と
い
う
文
言
は
「
宿
昔
志
を
立
て
て
こ
の
か
た
、
夢
寐
の
間
に
も
忘
る
る
こ
と
の
出
来
な
い
覚
悟
」
と
し
て
語
ら
れ
て
い
た）
9
（
。
で
は
、『
吾
が
非
哲
学
』（
一
九
一
三
年
）
に
お
い
て
「
実
利
主
義
者
」
で
あ
り
「
ロ
オ
マ
ン
チ
ス
ト
」
で
あ
り
た
い
と
田
中
が
宣
言
す
る
に
至
っ
た
自
覚
的
な
思
想
変
化
の
実
態
と
は
何
か
。
こ
れ
が
本
稿
の
問
い
で
あ
る
。
　
思
想
変
化
に
つ
い
て
田
中
は
直
接
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
注
目
す
る
の
は
田
中
が
『
吾
が
非
哲
学
』
を
出
版
す
る
以
前
の
動
向
で
あ
る
。
田
中
は
自
然
主
義
文
学
者
と
論
争
を
行
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
自
然
主
義
文
学
の
衰
退
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
文
壇
の
過
渡
期
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
田
中
の
思
想
変
化
は
自
然
主
義
文
学
を
め
ぐ
る
緊
張
関
係
の
中
で
、
生
じ
た
も
の
と
仮
定
で
き
る
。
　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
自
然
主
義
文
学
を
め
ぐ
る
論
争
や
動
向
を
踏
ま
え
て
、
田
中
の
思
想
変
化
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
の
自
然
主
義
文
学
者
の
対
象
は
、
田
中
が
そ
の
よ
う
に
認
識
し
た
文
学
者
を
指
す
。
こ
こ
に
は
二
葉
亭
四
迷
・
生
田
長
江
・
片
上
天
弦
・
長
谷
川
天
渓
・
島
村
抱
月
・
岩
野
泡
鳴
・
田
山
花
袋
ら
を
含
む
こ
と
に
注
意
し
た
い）
10
（
。
一
︑﹁
現
実
﹂
を
め
ぐ
る
文
学
者
へ
の
批
判
　
自
然
主
義
文
学
を
批
判
す
る
背
景
に
つ
い
て
み
よ
う
。
雑
誌
『
太
陽
』
で
特
集
「
教
育
と
小
説
」（
一
九
〇
八
年
一
月
）
が
組
ま
れ
た
。
そ
の
中
で
、
田
中
は
小
説
を
「
近
世
文
明
」
に
お
い
て
「
人
が
人
生
を
醇
化
し
発
展
す
る
に
用
ひ
た
努
力
の
経
過
の
最
優
な
る
も
の
の
一
つ
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
11
（
」
と
す
る
。
こ
こ
で
い
う
「
近
世
文
明
」
は
「
自
己
の
存
在
の
権
威
を
自
覚
す
る
」
の
と
同
時
に
「
自
己
の
欲
望
を
満
足
せ
し
む
る
や
う
に
自
己
の
境
遇
を
改
作
し
支
配
す
る
実
力
を
得
」
た
結
果
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
小
説
は
こ
の
機
運
に
触
れ
た
「
文
芸
的
天
才
が
、
社
会
生
活
を
統
一
し
醇
化
す
る
最
も
適
当
」
な
方
便
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
小
説
か
ら
「
現
代
社
会
の
意
義
と
傾
向
と
を
知
る
」
こ
と
で
利
益
が
得
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
田
中
は
日
本
の
小
説
の
現
状
に
つ
い
て
次
の
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よ
う
に
述
べ
る
。
自
分
は
近
頃
世
間
で
や
か
ま
し
き
自
然
派
の
小
説
な
る
も
の
は
余
り
読
ん
だ
事
は
な
い
が
、
然
し
僅
か
に
一
二
の
取
除
け
を
以
て
、
自
分
は
概
し
て
故
の
紅
葉
山
人
以
来
本
邦
に
於
て
書
か
れ
た
小
説
に
対
し
て
失
望
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
自
分
は
今
日
の
日
本
は
確
か
に
是
等
の
も
の
以
上
の
小
説
を
要
求
し
、
又
そ
れ
ら
小
説
の
素
材
を
優
に
供
給
し
て
居
る
と
思
ふ
。
ど
う
考
へ
て
も
過
去
二
十
五
年
間
日
本
に
現
は
れ
た
小
説
は
、
決
し
て
我
が
赫
々
た
る
国
運
と
伴
つ
て
居
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
等
の
小
説
に
は
精
細
な
る
心
理
的
観
察
も
な
け
れ
ば
、
又
雄
大
な
る
社
会
的
経
綸
も
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
は
い
へ
ど
も
自
分
は
何
も
彼
の
傾
向
小
説
を
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。（
中
略
）
た
だ
其
の
間
に
日
本
の
社
会
精
神
の
面
影
が
朧
ろ
げ
な
が
ら
で
も
出
て
ゐ
る
小
説
が
あ
つ
て
然
る
べ
し
だ
と
思
ふ
）
12
（
。
田
中
は
尾
崎
紅
葉
以
降
の
小
説
の
不
振
を
指
摘
し
た
。
小
説
の
描
写
の
中
に
「
日
本
の
社
会
精
神
の
面
影
」
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
近
頃
の
小
説
が
日
本
の
発
展
に
見
合
っ
て
い
な
い
と
捉
え
て
い
る
。
同
時
期
の
談
話
「
国
運
と
文
芸
」（
一
九
〇
八
年
一
月
）
で
も
「
象
徴
主
義
や
自
然
主
義
」
が
文
学
者
の
中
で
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る）
13
（
。
田
中
が
自
然
主
義
文
学
者
と
み
な
す
島
村
抱
月
・
岩
野
泡
鳴
・
長
谷
川
天
渓
・
生
田
長
江
ら
も
象
徴
主
義
に
関
し
て
話
題
を
寄
せ
て
い
る）
14
（
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
田
中
が
小
説
の
不
振
を
批
判
す
る
主
な
対
象
は
自
然
主
義
文
学
者
た
ち
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
田
中
は
文
芸
評
論
活
動
に
も
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
夏
目
漱
石
氏
の
『
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
』
を
評
す
」（
一
九
〇
八
年
三
月
）
の
中
で
、「
哲
学
は
自
分
の
本
領
で
あ
る
が
、
文
芸
と
政
治
と
は
自
分
の
余
技
に
過
ぎ
」
ず
、「
文
芸
と
政
治
と
の
評
論
の
技
巧
」
に
は
「
少
し
も
自
信
」
が
な
い）
15
（
。
し
か
し
、「
自
分
は
此
頃
聊
か
時
事
に
感
憤
す
る
処
が
あ
つ
て
、
是
よ
り
以
後
は
一
方
に
哲
学
の
研
鑽
に
従
事
す
る
と
同
時
に
他
方
に
文
芸
と
政
治
と
の
評
論
に
従
事
し
て
見
た
い
と
云
ふ
冀
願
」
が
生
じ
た
と
指
摘
す
る
。
こ
こ
で
は
政
治
に
立
ち
入
ら
な
い
が
、
文
芸
に
お
い
て
は
自
然
主
義
文
学
者
に
よ
る
小
説
の
不
振
が
田
中
に
文
芸
活
動
の
き
っ
か
け
を
与
え
た
と
言
え
る）
16
（
。
　
で
は
、
次
に
田
中
は
自
然
主
義
文
学
者
の
何
を
問
題
と
し
た
の
か
。
こ
こ
に
は
「
現
実
暴
露
」
を
め
ぐ
る
二
つ
の
問
題
が
見
出
さ
れ
る
。
一
つ
は
「
理
想
」
と
の
関
係
。
も
う
一
つ
は
運
動
と
し
て
の
側
面
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
ロ
マ
ン
主
義
文
学
運
動
の
拠
点
と
な
っ
た
雑
誌
『
明
星
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
我
国
に
於
け
る
自
然
主
義
」
の
中
か
ら
見
よ
う
。
　「
現
実
」
と
「
理
想
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
長
谷
川
天
渓
の
批
判
の
中
か
ら
見
る
。
田
中
は
長
谷
川
の
自
然
主
義
の
特
徴
を
「
現
実
の
暴
露
と
、
理
想
の
排
斥
」
と
見
た
上
で
次
に
続
く
。
極
め
て
機
械
的
に
、
且
極
め
て
抽
象
的
に
、
現
実
と
、
理
想
と
を
分
離
し
、
対
置
し
て
、
理
想
は
現
実
に
依
ら
ず
し
て
存
在
し
得
る
も
の
で
あ
つ
て
、
現
実
は
理
想
を
待
た
ず
し
て
成
立
し
得
る
も
の
と
考
へ
た
の
み
な
ら
ず
、
理
想
を
排
斥
せ
ざ
れ
ば
現
実
は
顕
は
れ
ず
、
現
実
を
暴
露
す
る
に
は
理
想
を
退
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
へ
た
処
に
あ
る）
17
（
長
谷
川
が
「
現
実
」
と
「
理
想
」
を
分
離
し
て
対
立
的
に
扱
う
ば
か
り
だ
け
で
20
な
く
、「
現
実
を
暴
露
す
る
」
た
め
に
は
「
理
想
」
を
排
斥
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
た
こ
と
を
田
中
は
彼
の
理
論
的
な
「
病
根
」
と
見
た
。
な
ぜ
な
ら
、
「
現
実
と
、
理
想
と
は
、
人
間
の
生
活
が
必
然
に
具
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
両
側
面
で
あ
る
」
か
ら
だ）
18
（
。
人
は
生
活
の
中
で
「
欲
望
を
実
現
」
し
て
い
く
こ
と
を
「
唯
一
の
目
的
」
に
す
る）
19
（
。
人
が
な
す
「
仕
事
」
は
「
永
久
の
幸
福
」
（「
一
時
の
満
足
の
累
計
」）
と
「
一
時
の
満
足
と
を
調
和
す
る
」
こ
と
に
あ
る
。
「
円
満
な
る
生
活
」
を
送
る
た
め
に
は
こ
れ
ら
の
二
要
素
が
「
同
じ
程
度
に
満
た
さ
」
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
人
が
な
す
こ
と
は
「
経
験
を
以
て
衝
動
を
抑
制
し
、
衝
動
を
以
て
経
験
を
拡
張
し
て
行
く
一
事
に
限
ら
」
れ
る
。
従
っ
て
、「
衝
動
」
と
「
経
験
」
の
調
和
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
　
田
中
は
こ
れ
ら
の
関
係
に
つ
い
て
、
現
在
生
じ
る
「
衝
動
」
を
、
一
時
的
だ
け
で
な
く
過
去
か
ら
未
来
に
も
生
じ
う
る
「
欲
望
」
と
の
間
の
中
で
「
孤
立
し
て
発
現
」
さ
せ
ず
に
、「
関
係
を
保
た
し
む
る
」
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
い
う）
20
（
。
そ
し
て
、
こ
の
「
欲
望
実
現
」
の
経
過
を
「
現
実
の
理
想
化
」
と
定
義
し
た
。
つ
ま
り
、「
理
想
」
と
は
「
欲
望
」
の
生
起
に
関
す
る
事
実
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
田
中
の
説
く
「
現
実
」
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
時
間
軸
を
一
元
的
に
把
握
し
た
上
に
成
り
立
つ
「
理
想
」
を
含
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
長
谷
川
の
説
く
「
現
実
」
は
、「
理
想
」
を
含
ま
な
い
実
態
と
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
田
中
は
「
欲
望
の
実
現
」
過
程
と
い
う
観
点
か
ら
「
現
実
の
理
想
化
」
を
指
摘
し
、「
現
実
」
と
「
理
想
」
を
分
離
し
て
捉
え
る
こ
と
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
　
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
「
自
然
主
義
」
の
運
動
と
し
て
の
側
面
で
あ
る
。
こ
れ
も
田
中
が
「
自
然
主
義
の
中
心
主
張
」
と
し
た
「
現
実
暴
露
の
問
題
」
と
し
て
、
島
村
抱
月
に
対
す
る
評
論
の
中
で
展
開
さ
れ
る
。
こ
こ
で
田
中
は
自
然
主
義
文
学
者
が
主
張
す
る
「
現
実
暴
露
」
に
つ
い
て
明
確
に
否
定
す
る）
21
（
。
島
村
抱
月
を
代
表
例
に
取
り
、
田
中
は
島
村
が
「
自
然
主
義
は
無
条
件
に
し
て
無
解
決
、
た
だ
現
実
を
其
の
儘
見
よ
う
と
云
ふ
こ
と
を
其
の
極
地
と
」
し
た
こ
と
に
問
題
を
見
出
す）
22
（
。
な
ぜ
な
ら
、「
現
代
の
社
会
は
因
襲
道
徳
と
老
朽
思
想
」
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
て
い
る
か
ら
、「
自
然
主
義
」
の
役
割
は
「
先
づ
社
会
運
動
、
及
び
科
学
運
動
に
与
し
て
、
因
襲
道
徳
と
老
朽
思
想
と
を
破
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
」
な
い
か
ら
だ
。
田
中
に
よ
る
と
改
造
に
は
「
破
壊
と
建
設
と
の
二
様
式
」
が
具
備
さ
れ
る
と
い
う）
23
（
。
と
こ
ろ
が
、「
芸
術
と
し
て
の
自
然
主
義
」
は
「
既
成
物
を
悉
く
破
壊
し
て
出
発
点
に
還
元
し
て
も
、
唯
だ
現
実
を
観
照
す
る
だ
け
で
満
足
」
し
て
し
ま
い
、
破
壊
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
。
改
造
に
導
く
た
め
に
は
建
設
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
破
壊
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
て
、
田
中
は
島
村
が
「
主
義
や
、
方
針
を
以
て
」
現
実
を
暴
露
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
単
に
「
隠
れ
た
も
の
を
揚
げ
、
蔽
う
ふ
た
る
も
の
を
破
ぶ
る
」
と
す
る
態
度
を
批
判
す
る）
24
（
。
そ
こ
で
、
田
中
は
自
然
主
義
文
学
に
対
し
て
、「
無
条
件
主
義
」
で
は
な
く
「
有
条
件
主
義
」
で
あ
り
、「
無
解
決
無
理
想
主
義
」
で
は
な
く
「
有
解
決
有
理
想
主
義
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
に
至
る
。
　
田
中
に
よ
る
島
村
批
判
は
自
然
主
義
文
学
運
動
が
手
段
の
目
的
化
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
た
。
田
中
は
自
然
主
義
文
学
者
が
本
来
の
「
自
然
主
義
」
の
方
向
性
を
見
誤
っ
た
と
捉
え
、
是
正
を
目
指
し
た
。
こ
う
し
た
田
中
の
自
然
主
義
文
学
へ
の
態
度
は
そ
の
運
動
に
「
理
想
」
へ
導
く
目
的
の
側
面
も
持
た
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
21　　田中王堂の思想変化に関する考察─自然主義文学をめぐる論争を踏まえて─
二
︑
文
学
者
の
論
争
と
理
論
的
問
題
点
　
続
い
て
田
中
が
文
壇
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
た
の
か
を
考
察
す
る
。
そ
の
た
め
「
岩
野
泡
鳴
氏
の
人
生
観
及
び
芸
術
観
を
論
ず
」（
一
九
〇
九
年
九
月
。
以
下
、
泡
鳴
論
と
表
記
）
を
め
ぐ
る
論
争
を
見
よ
う
。
な
お
、
評
論
対
象
と
な
っ
た
岩
野
は
、
後
年
こ
の
評
論
に
よ
っ
て
田
中
が
「
一
種
の
批
評
家
と
し
て
の
位
置
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
見
た）
25
（
。
少
々
大
げ
さ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
な
反
響
を
考
慮
に
入
れ
る
と
あ
な
が
ち
間
違
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
　
泡
鳴
論
の
執
筆
経
緯
に
つ
い
て
触
れ
る
と
、
田
中
は
「
我
国
に
於
け
る
自
然
主
義
を
論
ず
」（
一
九
〇
八
年
八
月
）
の
中
で
岩
野
泡
鳴
も
批
評
対
象
に
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
入
手
で
き
た
材
料
の
乏
し
さ
か
ら
批
評
を
見
送
っ
て
い
た）
26
（
。
そ
の
後
、
田
中
は
岩
野
か
ら
『
新
自
然
主
義
』
を
受
け
取
っ
た
こ
と
で
批
評
す
る
機
会
を
得
た）
27
（
。
そ
の
後
、
田
中
は
岩
野
と
学
説
が
近
い
こ
と
を
自
覚
し
た）
28
（
。
そ
れ
故
に
、「
世
の
一
部
の
論
者
」
の
誤
解
を
招
き
、
両
者
が
類
似
な
い
し
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
相
違
を
説
く
必
要
が
あ
っ
た）
29
（
。
こ
れ
は
田
中
か
ら
す
る
と
現
代
に
適
す
る
芸
術
の
理
想
を
象
徴
主
義
と
す
る
立
場
が
岩
野
と
同
一
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
内
容
に
は
深
く
立
ち
入
ら
な
い
が
、
理
論
に
お
い
て
も
泡
鳴
論
の
中
で
田
中
は
岩
野
と
の
類
似
点
を
三
点
認
め
て
い
た
。「
現
実
の
み
に
価
値
を
置
く
」
こ
と
。「
人
間
の
活
動
は
素
と
単
一
不
離
」
と
す
る
こ
と
。
個
人
が
「
欲
望
の
満
足
の
み
を
目
的
」
に
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
三
点
は
両
者
の
解
釈
が
根
本
的
に
異
な
る
理
由
が
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
の
論
は
『
帝
国
文
学
』
記
者
の
よ
う
な
一
部
に
は
「
量
に
於
い
て
も
大
で
あ
る
許
り
で
無
く
質
に
於
い
て
も
大
論
文
た
る
を
失
は
ぬ
」
と
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
た）
30
（
。
し
か
し
、
多
く
の
文
学
者
か
ら
の
批
判
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
「
我
国
に
於
け
る
自
然
主
義
を
論
ず
」（
一
九
〇
八
年
八
月
）
の
中
で
田
中
が
批
評
対
象
と
し
た
田
山
花
袋
の
泡
鳴
論
に
対
す
る
反
応
を
引
用
し
よ
う
。
処
が
田
中
氏
は
現
実
の
内
容
に
就
て
は
、
何
等
の
知
る
所
も
な
く
、
何
等
の
研
究
し
得
た
と
こ
ろ
も
な
く
、
唯
漫
然
現
実
を
重
ん
ず
る
こ
と
だ
け
を
言
つ
て
、
し
か
も
其
結
論
は
非
常
な
空
想
に
堕
ち
て
居
る
。
私
は
あ
の
論
文
（
泡
鳴
論
│
筆
者
）
を
読
ん
で
、
学
者
が
心
理
を
研
究
し
な
い
こ
と
の
甚
し
い
の
を
嘆
ぜ
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
つ
た）
31
（
。
田
山
の
批
判
は
、
田
中
が
自
然
主
義
文
学
者
に
対
し
て
理
解
を
説
い
た
「
現
実
」
の
解
釈
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
田
山
に
は
、
田
中
の
「
空
想
で
こ
し
ら
へ
上
げ
た
人
生
や
現
実
と
は
全
く
没
交
渉
」
に
映
っ
た
の
で
あ
る）
32
（
。
　
田
中
か
ら
感
化
を
受
け
た
近
松
秋
江
か
ら
も
批
判
は
浴
び
せ
ら
れ
た）
33
（
。
近
松
は
泡
鳴
論
を
「
頗
る
面
白
く
な
い
論
文
」
と
み
な
し
た）
34
（
。
田
中
の
論
じ
る
「
理
智
の
論
文
」
が
「
今
日
の
文
芸
界
の
人
種
を
楽
ま
す
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
し
、
こ
の
理
由
の
一
つ
に
「
自
然
主
義
一
派
の
論
者
」
が
「
普
遍
の
法
則
に
就
い
て
よ
り
も
、
特
殊
の
事
実
に
就
い
て
言
つ
て
い
る
」
こ
と
を
挙
げ
る
。
近
松
は
別
の
論
考
で
、
田
中
の
「
立
論
の
方
法
は
常
に
余
り
に
抽
象
的
で
あ
」
り
、「
観
察
も
亦
た
余
り
に
普
遍
的
で
あ
つ
て
、
実
人
生
の
個
々
に
触
れ
て
」
お
ら
ず
、
「
個
々
に
触
れ
て
ゐ
な
い
言
説
は
誠
に
面
白
く
な
い）
35
（
」。
つ
ま
り
、
近
松
は
「
自
然
主
義
一
派
の
論
者
」
と
同
じ
よ
う
に
、
田
中
の
理
論
が
実
際
の
個
人
に
即
さ
な
い
も
の
と
み
な
し
た）
36
（
。
田
中
の
論
の
原
因
を
近
松
は
「
近
代
の
特
徴
」
と
み
な
せ
る
「
血
と
肉
」
が
欠
け
て
い
る
と
表
現
し
た）
37
（
。
22
　
杉
森
孝
次
郎
も
ま
た
岩
野
を
論
評
し
た
も
の
と
し
て
「
落
第
」
と
し
た
。
そ
の
理
由
に
岩
野
の
よ
う
な
「
情
の
み
に
徹
底
し
た
人
を
理
解
し
洞
察
す
る
に
必
要
な
情
的
経
験
を
評
者
自
身
が
も
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
」
こ
と
を
挙
げ
る）
38
（
。
そ
し
て
、
杉
森
は
田
中
が
「
明
智
の
一
点
に
於
て
今
の
我
が
学
界
思
想
界
の
平
準
以
上
に
抜
け
て
お
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
深
情
強
意
の
点
に
於
て
今
の
氏
に
果
た
し
て
時
代
の
先
導
者
た
る
資
格
が
あ
る
か
」
と
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
こ
こ
で
杉
森
が
具
体
的
に
不
足
を
指
摘
す
る
の
は
「
情
操
、
信
仰
、
熱
」
で
あ
る）
39
（
。
　
泡
鳴
論
の
反
応
か
ら
見
出
さ
れ
る
の
は
理
論
に
偏
っ
て
お
り
、
個
々
人
の
感
情
の
側
面
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
と
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
田
中
の
理
論
は
実
際
の
個
人
に
根
ざ
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
田
中
が
「
現
実
」
に
対
す
る
理
解
の
必
要
を
説
く
に
も
関
わ
ら
ず
、「
現
実
」
が
実
態
に
即
し
て
い
な
い
と
批
判
さ
れ
た
。
田
中
の
言
説
は
彼
ら
に
は
空
虚
に
響
い
た
の
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
批
判
は
泡
鳴
論
だ
け
で
な
く
『
書
斎
よ
り
街
頭
に
』（
一
九
一
一
年
）
や
『
哲
人
主
義
』（
一
九
一
二
年
）
に
も
向
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
著
作
は
一
九
〇
一
年
か
ら
一
九
一
一
年
に
雑
誌
に
投
稿
さ
れ
た
論
考
を
寄
せ
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
田
中
に
向
け
ら
れ
た
批
判
は
二
点
に
分
け
ら
れ
る
。
一
点
目
は
感
情
の
要
素
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
平
塚
ら
い
て
う
の
批
評
が
象
徴
的
で
あ
る
。
平
塚
は
田
中
の
言
説
で
は
「
実
社
会
を
動
か
し
、
人
心
を
指
導
せ
む
に
は
鋭
さ
」
が
足
り
な
い）
40
（
。
な
ぜ
な
ら
、「
主
観
的
解
釈
の
方
面
」
が
欠
け
て
い
る
か
ら
だ
。
さ
ら
に
平
塚
は
田
中
が
「
道
徳
経
験
に
関
し
て
情
緒
の
作
用
の
甚
大
な
る
を
認
め
よ
う
と
す
る
」
論
考
に
対
し
て
も）
41
（
、「
氏
の
世
界
は
知
的
計
算
の
世
界
で
あ
る
。
従
つ
て
氏
は
情
的
評
価
に
対
す
る
真
正
の
理
解
同
情
を
有
つ
て
ゐ
な
い
」
と
批
判
す
る）
42
（
。
田
中
が
「
情
念
の
力
に
よ
つ
て
の
み
到
達
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
絶
対
界
に
行
は
れ
る
情
意
の
真
理
」
を
理
解
も
観
賞
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
う
し
て
「
一
個
の
学
徒
た
る
と
共
に
一
個
の
志
士
を
以
て
任
ず
る
以
上
は
知
的
計
算
の
方
面
と
共
に
情
意
評
価
の
卓
越
も
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」
と
。
要
す
る
に
平
塚
は
田
中
の
学
説
を
「
主
観
的
解
釈
」
の
不
十
分
さ
を
理
由
に
人
の
心
を
動
か
さ
な
い
思
想
と
捉
え
て
い
た
。
　
二
点
目
は
田
中
の
理
論
が
抽
象
的
で
実
際
的
な
問
題
を
解
決
で
き
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
同
時
代
の
論
者
か
ら
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
田
中
の
理
論
の
中
で
問
題
視
さ
れ
て
い
た）
43
（
。
例
え
ば
田
中
の
感
化
を
受
け
た
石
川
啄
木
や
石
橋
湛
山
か
ら
も
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
、
田
中
の
哲
学
思
想
を
生
活
実
践
に
適
応
す
る
に
は
、
生
活
の
中
で
生
じ
る
矛
盾
を
ど
の
よ
う
に
統
一
す
る
か
ま
で
は
踏
み
込
め
な
い
の
で
あ
る）
44
（
。
田
中
の
理
論
を
発
展
・
継
承
さ
せ
る
立
場
の
論
者
か
ら
す
る
と
田
中
に
は
実
際
的
な
調
和
方
法
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
帰
国
後
か
ら
田
中
と
交
流
が
あ
っ
た
桑
木
厳
翼
の
指
摘
の
よ
う
に
受
け
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
桑
木
に
よ
る
と
田
中
の
理
論
的
欠
点
は
「
王
堂
の
論
議
が
実
際
的
意
味
を
有
た
ぬ
と
い
ふ
こ
と
で
は
な
く
て
、
反
て
実
際
上
の
意
味
を
有
つ
た
や
う
な
観
を
呈
せ
し
め
た
こ
と
」
に
あ
っ
た
）
45
（
。
田
中
は
あ
く
ま
で
も
人
間
の
行
為
の
普
遍
的
な
原
理
原
則
を
追
求
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
個
々
の
判
断
ま
で
は
要
請
に
と
ど
ま
り
提
示
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
田
中
の
理
論
に
お
い
て
当
人
が
求
め
て
い
る
も
の
と
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
異
な
っ
て
い
た
。
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三
︑
文
壇
の
変
化
の
中
で
　
自
然
主
義
文
学
は
作
品
活
動
で
は
な
く
運
動
と
し
て
、
一
九
〇
八
・
九
年
に
最
盛
期
を
迎
え
る
が
一
九
一
〇
年
頃
か
ら
衰
退
が
指
摘
さ
れ
始
め
る）
46
（
。
周
知
の
通
り
、
自
然
主
義
文
学
に
対
し
て
永
井
荷
風
・
谷
崎
潤
一
郎
ら
の
三
田
派
や
夏
目
漱
石
・
森
鷗
外
ら
の
余
裕
派
、
武
者
小
路
実
篤
ら
の
白
樺
派
な
ど
が
生
ま
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る）
47
（
。
特
に
上
田
博
氏
に
よ
る
と
、
一
九
一
一
年
は
『
白
樺
』
の
創
刊
や
耽
美
主
義
文
学
な
ど
の
「
ポ
ス
ト
自
然
派
」
が
現
れ
た）
48
（
。
こ
の
よ
う
な
文
壇
の
転
換
期
に
発
表
さ
れ
た
田
中
の
「
文
芸
の
小
化
」（
一
九
一
一
年
七
月
）
は
既
成
の
文
壇
に
対
し
て
影
響
を
与
え
た
と
上
田
氏
は
指
摘
す
る
。
こ
の
「
文
芸
の
小
化
」
は
山
路
愛
山
主
宰
の
『
国
民
雑
誌
』
で
支
持
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
『
国
民
新
聞
』
の
文
芸
欄
に
特
集
「
当
来
の
文
芸
」
が
一
九
一
一
年
八
月
三
日
か
ら
同
月
二
〇
日
ま
で
連
載
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
執
筆
者
に
は
島
村
抱
月
・
姉
崎
正
治
・
後
藤
宙
外
・
内
田
魯
庵
・
田
中
王
堂
・
島
崎
藤
村
・
田
山
花
袋
・
坪
内
逍
遥
・
幸
田
露
伴
・
金
子
筑
水
ら
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。『
文
章
世
界
』
記
者
に
よ
る
と
、「
殆
ん
ど
文
壇
の
大
家
を
網
羅
し
て
」
い
た
と
い
う
）
49
（
。
　
特
集
「
当
来
の
文
芸
」（
一
九
一
一
年
八
月
）
で
は
、
自
然
主
義
文
学
衰
退
の
意
見
を
く
み
、
新
た
に
代
替
と
し
て
起
こ
る
「
文
壇
の
勢
力
を
占
む
る
は
如
何
な
る
主
義
」
で
あ
る
か
に
つ
い
て
諸
家
の
意
見
が
募
ら
れ
た）
50
（
。
こ
こ
に
、
「
主
張
を
拡
充
せ
よ
」
と
題
す
る
田
中
の
論
考
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
田
中
は
自
然
主
義
文
学
の
行
き
詰
ま
り
が
指
摘
さ
れ
よ
う
と
、「
何
か
自
然
主
義
と
全
く
反
す
る
主
張
を
有
つ
た
文
芸
の
様
式
が
今
に
も
起
こ
る
や
う
」
な
考
え
に
対
し
て
明
確
に
否
定
す
る）
51
（
。
そ
の
た
め
、「
当
来
の
文
芸
」
に
求
め
た
の
は
「
自
然
主
義
の
継
続
又
は
発
展
」
で
あ
っ
た）
52
（
。
つ
ま
り
、「
自
然
主
義
」
の
方
向
性
を
正
す
こ
と
が
必
要
と
主
張
す
る
。
こ
こ
で
田
中
は
「
自
然
主
義
」
が
正
路
に
進
み
深
化
し
た
場
合
、
そ
れ
を
「
象
徴
主
義
の
文
芸
と
呼
ぶ
か
、
ど
う
か
と
い
ふ
こ
と
は
、
た
だ
名
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
あ
ま
り
大
し
た
事
柄
で
は
な
い
」
と
い
う
。
　
田
中
が
認
識
し
た
「
自
然
主
義
と
全
く
反
す
る
主
張
」
と
は
何
か
。
同
特
集
で
掲
載
さ
れ
た
島
村
抱
月
の
談
話
筆
記
「
更
に
深
き
一
点
を
加
へ
よ
」
か
ら
推
察
し
よ
う）
53
（
。
島
村
に
よ
る
と
、
現
在
現
れ
つ
つ
あ
る
も
の
は
「
憧
憬
」
と
「
神
秘
」
の
文
芸
で
あ
る
。
前
者
の
「
憧
憬
」
の
文
芸
は
「
拠
り
所
を
過
去
の
甘
い
感
情
に
求
め
る
」
も
の
で
、
後
者
の
「
神
秘
」
の
文
芸
は
「
空
想
の
物
凄
い
影
に
其
の
拠
り
所
を
求
め
る
」
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
は
「
現
実
を
基
礎
と
し
て
寧
ろ
知
的
な
観
照
を
主
と
し
た
自
然
主
義
的
な
芸
術
に
対
し
て
、
自
由
な
感
情
の
世
界
に
入
ら
う
と
す
る
傾
向
と
み
て
可
い
」。
従
っ
て
、
島
村
は
現
在
の
文
芸
の
傾
向
は
自
然
主
義
文
学
の
よ
う
な
知
的
な
も
の
で
は
な
く
、
感
情
に
重
き
を
置
い
た
文
芸
と
認
識
し
た
の
で
あ
る
。
同
様
に
金
子
筑
水
も
「
情
味
を
捜
つ
て
行
く
が
当
面
の
文
芸
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
当
来
の
文
芸
の
発
達
で
あ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
」
と
い
う）
54
（
。
　
さ
て
、
感
情
に
つ
い
て
田
中
は
理
論
の
中
で
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
た
の
か
。
「
夏
目
漱
石
氏
の
『
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
』
を
評
す
」（
一
九
〇
八
年
二
月
）
の
中
で
、
田
中
は
知
情
意
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
行
為
は
「
認
識
即
ち
知
」
に
始
ま
り
「
実
行
即
ち
意
」
に
終
わ
り
、「
両
者
の
中
間
に
あ
つ
て
認
識
即
ち
知
と
、
実
行
即
ち
意
と
の
媒
合
と
融
和
と
を
図
つ
て
居
る
者
は
観
賞
即
ち
情
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
る）
55
（
」。
知
情
意
の
作
用
は
「
比
較
的
に
独
立
し
て
」
い
る
と
同
時
に
「
有
機
的
に
は
互
に
依
立
し
て
」
い
る
。
こ
こ
で
、
感
情
24
は
比
較
的
に
行
為
の
最
後
の
段
階
で
あ
る
実
行
に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
感
情
の
作
用
に
つ
い
て
「
道
徳
経
験
に
於
け
る
情
的
評
価
の
作
用
及
び
制
限
」（
一
九
一
〇
年
五
月
）
の
中
で
は
、「
情
緒
」
は
「
知
力
」
で
は
な
せ
な
い
よ
う
な
「
一
層
大
な
る
価
値
」
を
与
え
る
こ
と
も
、「
大
胆
な
る
結
論
に
一
跳
び
に
到
着
し
よ
う
と
す
る
」
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る）
56
（
。
従
っ
て
、
感
情
は
行
為
の
過
程
に
お
い
て
最
後
に
生
じ
る
実
行
に
、
よ
り
豊
か
な
結
果
を
も
た
ら
す
作
用
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
一
方
で
前
掲
の
論
考
で
は
「
道
徳
経
験
を
実
利
の
原
則
の
上
に
立
て
る
も
の
と
仮
定
し
な
が
ら
、
猶
ほ
其
処
に
情
意
の
正
当
な
る
権
利
を
許
」
す
、
と
す
る
よ
う
に
感
情
に
は
制
限
が
前
提
と
さ
れ
た）
57
（
。
　
こ
の
よ
う
に
田
中
は
感
情
に
対
し
て
理
論
の
内
で
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
す
る
。
そ
の
一
方
で
感
情
の
み
で
は
不
十
分
と
認
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
結
論
か
ら
言
う
と
文
壇
の
中
で
、
自
然
主
義
文
学
の
衰
退
が
指
摘
さ
れ
始
め
て
か
ら
感
情
を
積
極
的
に
扱
う
考
え
に
転
じ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
考
察
の
対
象
と
す
る
の
が
、
一
九
一
二
〜
四
年
の
論
考
に
多
く
み
ら
れ
る
「
信
仰
」
へ
の
解
釈
で
あ
る）
58
（
。
四
︑﹁
信
仰
﹂
の
考
察
　「
信
仰
」
に
つ
い
て
は
「
知
識
と
信
仰
」（
一
九
一
二
年
五
月
）
と
題
す
る
論
考
か
ら
考
察
を
行
う）
59
（
。
こ
こ
で
は
「
知
識
」
と
「
信
仰
」
は
生
活
の
方
針
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る）
60
（
。「
知
識
」
は
生
活
の
「
内
容
即
ち
関
係
」
を
与
え
る
条
件
で
あ
り
、「
信
仰
」
は
「
動
力
即
ち
統
一
」
を
与
え
る
要
求
と
さ
れ
て
い
る
。
結
論
か
ら
い
う
と
、
田
中
が
こ
う
し
た
一
元
的
に
「
知
識
」
と
「
信
仰
」
を
捉
え
る
に
至
っ
た
の
は
行
為
に
お
い
て
生
じ
る
目
的
と
方
便
の
相
関
性
を
論
証
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
目
的
と
方
便
の
相
関
性
の
論
証
こ
そ
、
田
中
自
身
の
自
覚
的
な
思
想
の
変
化
の
要
因
と
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
田
中
が
目
的
と
方
便
の
一
致
と
定
義
す
る
「
断
定
」
の
解
釈
に
修
正
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　「
断
定
」
と
は
あ
る
も
の
を
あ
る
観
念
に
一
致
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
以
前
の
「
断
定
」
の
解
釈
を
前
掲
論
考
「
我
国
に
於
け
る
自
然
主
義
を
論
ず
」
（
一
九
〇
八
年
八
月
）
か
ら
見
よ
う
。
つ
ま
り
生
長
す
る
も
の
が
一
致
を
保
つ
為
め
に
、
必
然
に
執
る
分
化
で
あ
る
。
方
便
と
し
て
は
前
の
者
と
は
異
つ
て
居
る
が
、
目
的
よ
り
見
れ
ば
同
じ
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
者
で
あ
る
。
実
位
と
、
主
位
と
の
間
の
同
一
性
は
予
料
（D
atum
）
と
し
て
成
り
立
た
ず
し
て
、
要
求
（Claim
）
に
よ
つ
て
成
り
立
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）（『
此
れ
は
薔
薇
で
あ
る
』
と
い
う
断
定
に
つ
い
て
│
筆
者
）
斯
く
異
な
る
二
つ
の
概
念
の
中
に
、
同
一
性
を
認
め
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
全
く
『
薔
薇
』
な
る
目
的
と
『
此
れ
』
な
る
方
便
と
の
間
に
同
一
性
を
求
め
よ
う
と
す
る
断
定
者
の
要
求
、
即
ち
品
性
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る）
61
（
。
こ
こ
で
「
断
定
」
は
目
的
と
方
便
の
一
致
を
指
す
も
の
で
、「
同
一
性
を
求
め
よ
う
と
す
る
断
定
者
の
要
求
、
即
ち
品
性
に
外
な
ら
」
な
い
、
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、「
知
識
と
信
仰
」（
一
九
一
二
年
五
月
）
で
は
、「
断
定
」
は
「
両
者
の
間
の
同
一
性
以
外
の
あ
る
性
質
を
発
見
し
又
構
成
す
る
も
の
で
な
け
れ
な
ら
な
」
い）
62
（
。
そ
れ
は
「
目
的
と
方
便
と
の
関
係
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
「
断
定
」
は
「
観
念
の
連
結
を
土
台
と
し
て
、
其
れ
に
選
択
し
、
醇
化
し
て
、
25　　田中王堂の思想変化に関する考察─自然主義文学をめぐる論争を踏まえて─
一
層
其
の
目
的
に
適
は
し
め
よ
う
と
す
る
」
も
の
で
あ
る
、
と
す
る）
63
（
。
つ
ま
り
、
「
観
念
の
連
結
」
だ
け
で
は
、
生
活
の
中
で
生
じ
る
目
的
に
適
う
も
の
に
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
田
中
は
黄
昏
時
に
、
家
に
帰
っ
て
き
た
人
を
例
に
挙
げ
る
。
彼
は
食
べ
物
を
欲
し
て
い
た
。
た
ま
た
ま
食
卓
に
目
を
移
す
と
、
白
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
そ
の
輪
郭
や
置
か
れ
た
位
置
か
ら
し
て
、
彼
に
は
菓
子
や
パ
ン
の
観
念
が
呼
び
起
こ
さ
れ
る
。
菓
子
や
パ
ン
は
彼
が
食
べ
物
を
欲
す
る
と
い
う
「
意
志
」
に
よ
っ
て
呼
び
起
こ
さ
れ
た
観
念
で
あ
る
が
、
そ
の
白
い
も
の
が
ど
ち
ら
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
ま
で
に
は
踏
み
込
め
な
い
。
白
い
も
の
が
菓
子
で
あ
る
か
パ
ン
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
の
は
「
断
定
の
作
用
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
、
と
。
こ
こ
で
、
田
中
は
物
を
判
断
す
る
た
め
に
は
観
念
の
同
一
性
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
従
っ
て
、
両
者
の
論
考
に
は
目
的
と
方
便
の
一
致
で
あ
る
「
断
定
」
の
解
釈
に
変
化
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
そ
し
て
、
次
に
「
知
識
と
信
仰
」（
一
九
一
二
年
五
月
）
の
中
で
同
一
性
以
外
に
必
要
と
さ
れ
た
目
的
と
方
便
の
関
係
に
つ
い
て
見
る
た
め
に
、「
断
定
」
の
解
釈
に
つ
い
て
少
々
長
い
が
引
用
し
よ
う
。
か
う
見
て
来
る
と
知
識
の
根
元
な
る
断
定
は
目
的
た
る
欲
望
が
其
れ
の
方
便
た
ら
し
め
ん
が
為
に
あ
る
材
料
を
征
服
す
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
材
料
が
方
便
と
な
る
か
、
ど
う
か
と
い
ふ
こ
と
は
過
去
の
経
験
に
よ
つ
て
多
少
暗
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
凡
て
の
興
味
よ
り
観
察
す
る
時
に
は
宇
宙
観
に
決
し
て
全
然
同
じ
き
事
件
も
な
い
し
、
又
物
件
も
な
い
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
新
し
く
目
的
が
起
つ
た
時
に
、
あ
る
材
料
が
確
か
に
其
れ
の
方
便
と
な
る
こ
と
が
出
来
る
と
予
知
出
来
よ
う
か
。
た
だ
知
的
に
分
析
す
る
だ
け
で
は
此
の
事
は
殆
ど
不
可
能
で
あ
る
。
併
し
事
実
と
し
て
は
吾
人
に
欲
望
の
起
る
た
び
毎
に
、
絶
え
ず
、
断
定
に
よ
つ
て
相
応
な
確
信
を
以
て
其
等
の
方
便
を
決
定
し
て
居
る
。
し
か
し
て
断
定
の
な
い
と
こ
ろ
に
は
知
識
は
な
く
、
断
定
は
知
識
の
特
徴
で
あ
る
な
ら
ば
、
認
識
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
目
的
に
よ
つ
て
あ
る
材
料
を
其
れ
の
方
便
と
し
て
行
く
こ
と
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
解
か
る
。
ま
だ
経
験
し
な
い
中
に
あ
る
結
果
を
予
想
し
て
、
あ
る
材
料
を
支
配
し
て
行
く
に
は
是
非
と
も
そ
こ
に
要
求
即
ち
信
仰
の
要
素
の
入
り
来
る
事
実
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ）
64
（
。
田
中
に
よ
る
と
、
人
が
欲
望
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
時
、
主
観
的
な
目
的
と
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
客
観
的
な
方
便
が
生
じ
る
。
方
便
が
客
観
的
な
の
は
「
材
料
」
が
客
観
と
な
っ
て
現
れ
る
か
ら
で
あ
る
。「
材
料
」
と
な
る
も
の
は
「
過
去
の
経
験
に
よ
つ
て
多
少
暗
示
さ
れ
る
」
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
過
去
と
全
く
同
一
の
「
事
件
も
な
い
し
、
又
物
件
も
な
い
」。
そ
の
場
合
、
全
く
新
し
い
目
的
が
起
こ
っ
た
時
に
「
あ
る
材
料
」
が
目
的
に
対
す
る
「
方
便
と
な
る
こ
と
が
出
来
る
と
予
知
出
来
」
よ
う
か
。「
知
力
」
だ
け
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
事
実
と
し
て
人
は
「
相
応
な
確
信
」
を
も
っ
て
目
的
と
方
便
の
一
致
（「
断
定
」）
を
行
う
。
従
っ
て
、「
ま
だ
経
験
し
な
い
中
に
あ
る
結
果
を
予
想
し
て
、
あ
る
材
料
を
支
配
し
て
行
く
に
は
是
非
と
も
そ
こ
に
要
求
即
ち
信
仰
の
要
素
の
入
り
来
る
事
実
を
認
め
ね
ば
な
ら
」
な
い
。
つ
ま
り
、
目
的
と
方
便
を
一
致
（「
断
定
」）
さ
せ
る
に
は
過
去
の
経
験
に
よ
る
「
暗
示
」
だ
け
で
な
く
、「
要
求
即
ち
信
仰
」
の
要
素
が
必
要
と
さ
れ
る
。
　
こ
こ
で
「
信
仰
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
。「
信
仰
」
に
つ
い
て
田
中
は
「
宗
教
に
対
す
る
予
の
態
度
」（
一
九
〇
九
年
八
月
）
の
中
で
次
の
よ
26
う
に
述
べ
る
。
然
し
信
仰
は
他
の
活
動
（「
例
へ
ば
科
学
、
芸
術
、
道
徳
、
乃
至
政
治
等
」
│
筆
者
）
よ
り
も
比
較
的
に
多
く
帰
納
の
努
力
に
依
ら
ず
し
て
、
た
だ
に
主
観
の
要
求
を
実
現
し
よ
う
と
焦
る
結
果
と
し
て
、
没
批
判
的
に
、
ま
た
没
反
省
的
に
、
局
部
の
意
義
に
依
つ
て
直
ち
に
全
体
の
構
造
を
解
釈
し
よ
う
と
し
た
り
、
或
は
一
時
の
情
操
に
依
つ
て
直
ち
に
永
久
の
事
実
を
判
断
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
傾
向
が
あ
る）
65
（
。
「
信
仰
」
に
よ
っ
て
く
だ
さ
れ
る
判
断
は
主
観
的
で
あ
り
、
感
情
の
要
素
が
影
響
を
与
え
る
。
こ
の
こ
と
は
「
断
定
」
に
は
感
情
の
要
素
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
感
情
の
要
素
は
方
便
の
認
識
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
作
用
す
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
前
に
引
用
し
た
「
我
国
に
於
け
る
自
然
主
義
を
論
ず
」（
一
九
〇
八
年
八
月
）
の
中
で
、「
断
定
」
は
「
要
求
、
即
ち
品
性
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。「
品
性
」
と
は
個
人
の
性
質
で
あ
り
人
格
を
さ
す
言
葉
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
断
定
」
は
個
人
の
能
力
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
方
便
と
目
的
の
一
致
は
個
人
の
能
力
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
感
情
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
感
情
は
方
便
を
規
定
す
る
段
階
に
お
い
て
も
決
定
的
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
認
識
の
段
階
に
お
い
て
感
情
の
要
素
が
増
し
た
と
言
え
る
。
　
た
だ
し
、
田
中
は
「
知
識
」
と
「
信
仰
」
が
、
見
よ
う
に
よ
っ
て
は
「
過
去
に
於
て
得
ら
れ
た
経
験
と
、
其
れ
を
未
来
の
境
遇
に
応
じ
て
変
更
し
よ
う
と
す
る
要
求
と
の
二
つ
の
要
素
か
ら
成
立
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に）
66
（
、
二
項
対
立
の
統
合
と
い
う
大
枠
は
継
承
さ
れ
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
田
中
が
自
身
の
思
想
変
化
を
指
摘
し
た
『
吾
が
非
哲
学
』（
一
九
一
三
年
）
の
中
で
は
「
美
と
、
力
と
に
生
」
き
る
「
ロ
オ
マ
ン
チ
ス
ト
」
で
あ
り
「
実
利
主
義
者
」
で
あ
り
た
い
と
宣
言
し
、「R
om
antic U
tilitarianism
」
を
主
張
し
た
。
こ
の
「
ロ
オ
マ
ン
ス
」
は
「
客
観
の
材
料
を
軽
視
し
て
、
或
は
抑
制
し
て
、
欲
望
の
満
足
を
求
め
る
こ
と
を
主
と
」
す
る
も
の
で
、
そ
の
中
に
は
「
意
志
の
発
動
と
し
て
強
く
あ
り
、
あ
る
も
の
は
情
操
の
鑑
賞
と
し
て
弱
」
い
も
の
と
さ
れ
た）
67
（
。
ま
た
、「
実
利
」
は
「
比
較
的
に
客
観
の
条
件
を
尊
重
し
な
が
ら
人
生
を
統
一
す
る
」
も
の
と
す
る
。
　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
主
観
と
客
観
の
バ
ラ
ン
ス
を
再
構
築
し
よ
う
と
し
、
感
情
を
含
む
「
ロ
オ
マ
ン
ス
」
を
主
張
し
、
そ
の
統
制
原
理
と
し
て
「
実
利
」
を
必
要
と
し
た
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
故
に
、
そ
の
理
論
を
も
っ
て
諸
事
象
を
再
考
察
さ
せ
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
是
れ
ま
で
よ
り
も
一
層
深
く
、
一
層
強
く
、
一
層
自
由
に
、
自
己
を
内
省
し
、
社
会
を
通
観
し
て
、
近
世
文
明
を
其
れ
の
中
枢
と
末
梢
と
に
於
て
鑑
賞
し
よ
う
と
試
み
た
」
の
で
あ
る
）
68
（
。
　
だ
か
ら
こ
そ
、『
吾
が
非
哲
学
』（
一
九
一
三
年
）
を
出
版
し
た
時
の
田
中
に
は
迷
い
が
見
え
る
。
執
筆
動
機
に
つ
い
て
、
田
中
は
「
相
当
な
考
察
を
費
し
た
結
果
」、「
ロ
オ
マ
ン
ス
」
と
「
実
利
」
が
「
如
何
な
る
関
係
に
是
等
二
つ
を
置
く
べ
き
で
あ
る
か
が
定
ま
る
」
と
し
、
こ
の
著
作
を
書
き
終
え
た
時
、「
ど
れ
だ
け
の
解
決
を
得
た
か
、
そ
れ
は
私
よ
り
も
読
者
の
判
ず
べ
き
事
柄
で
あ
る
」
と
す
る）
69
（
。
こ
こ
か
ら
明
ら
か
に
「
ロ
オ
マ
ン
ス
」
と
「
実
利
」
の
比
重
が
未
定
で
あ
り
、
読
者
の
反
応
を
見
る
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
　
か
く
し
て
、
感
情
を
含
む
「
ロ
オ
マ
ン
ス
」
を
も
っ
て
生
活
を
指
導
す
る
原
27　　田中王堂の思想変化に関する考察─自然主義文学をめぐる論争を踏まえて─
理
と
し
て
「R
om
antic U
tilitarianism
」
を
主
張
し
た
『
吾
が
非
哲
学
』
の
出
版
は
、
理
論
に
対
す
る
見
方
の
転
換
を
も
た
ら
し
た
こ
と
で
、
批
判
を
回
避
で
き
た
。
批
判
と
は
理
論
に
偏
り
が
ち
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
相
馬
御
風
が
こ
の
書
を
「
理
論
と
学
説
を
本
位
と
す
る
生
活
を
排
し
て
、
生
活
を
本
位
と
し
て
凡
て
の
も
の
を
観
る
事
を
主
張
し
た
」
と
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る）
70
（
。
つ
ま
り
、
田
中
は
普
遍
的
な
原
理
原
則
を
理
論
か
ら
で
は
な
く
、
生
活
か
ら
生
じ
る
欲
求
か
ら
説
明
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
相
馬
は
次
の
よ
う
に
捉
え
る
。
従
来
や
や
と
も
す
る
と
乾
燥
な
る
論
理
の
為
め
の
論
理
に
陥
り
若
し
く
は
或
る
一
種
の
偏
狭
な
実
利
主
義
に
陥
ら
ん
と
す
る
傾
の
あ
つ
た
田
中
氏
の
思
想
が
、
本
書
に
至
つ
て
新
た
に
熱
烈
な
る
生
命
の
躍
動
を
伴
ひ
来
つ
た
観
あ
る
は
大
に
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る）
71
（
。
ま
た
、
相
馬
は
田
中
の
論
が
「
最
近
わ
が
文
学
界
の
一
部
に
勃
興
し
つ
つ
あ
る
新
現
実
主
義
的
傾
向
を
最
も
聡
明
に
説
明
し
た
も
の
」
と
解
し
た）
72
（
。
　
確
か
に
田
中
は
感
情
を
理
論
の
中
で
重
要
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
批
判
に
対
応
し
得
た
。
と
こ
ろ
が
、『
吾
が
非
哲
学
』
で
公
言
し
た
思
想
変
化
は
実
生
活
を
い
か
に
解
決
す
る
か
に
対
す
る
十
分
な
答
え
を
提
示
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
野
村
隈
畔
や
安
倍
能
成
に
よ
る
批
判
的
論
評
か
ら
も
見
出
さ
れ
る
。
野
村
は
、
田
中
が
「
具
体
的
な
実
際
問
題
に
触
れ
」
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
「
一
種
の
見
方
に
終
わ
つ
て
」
い
る
こ
と
を
難
じ
た）
73
（
。
ま
た
、
安
倍
は
田
中
が
自
身
の
思
想
の
変
化
を
指
摘
し
て
お
き
な
が
ら
、「（
二
項
対
立
的
な
│
筆
者
）
対
比
に
於
て
、
理
想
の
具
体
的
な
る
べ
き
を
主
張
し
、
理
想
と
嗜
欲
と
の
相
反
か
ぬ
こ
と
を
説
い
た
所
の
具
体
理
想
主
義
と
し
て
の
著
書
と
、
理
論
上
一
つ
も
本
質
的
な
差
異
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た）
74
（
」
と
い
う
。
こ
こ
で
、
野
村
や
安
倍
が
指
摘
す
る
よ
う
に
二
項
対
立
の
調
和
に
終
わ
り
、
実
際
的
な
言
及
が
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
安
倍
は
思
想
が
進
展
し
て
い
な
い
と
ま
で
批
判
す
る
。
従
っ
て
、
生
活
上
に
生
じ
る
諸
種
の
調
和
に
お
い
て
は
同
時
代
の
論
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
思
想
の
変
化
や
進
展
が
な
い
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
五
︑
今
後
の
思
想
へ
の
接
続
　
次
に
田
中
の
思
想
変
化
が
後
の
思
想
に
ど
の
よ
う
に
接
続
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
こ
で
は
前
項
に
お
い
て
未
定
で
あ
っ
た
「
実
利
」
と
「
ロ
オ
マ
ン
ス
」
の
比
重
に
つ
い
て
確
定
が
な
さ
れ
た
「
功
利
の
貯
蔵
と
し
て
の
ロ
オ
マ
ン
ス
」（
一
九
一
五
年
四
月
）
を
扱
う
。
こ
の
中
で
、
田
中
は
『
吾
が
非
哲
学
』
で
示
し
た
「R
om
antic U
tilitarianism
」
を
「
前
説
」
と
し
、
そ
の
「
深
化
」
と
し
て
「
ロ
オ
マ
ン
チ
ツ
ク
な
功
利
主
義
」
を
唱
え
た）
75
（
。
　
田
中
が
「
ロ
オ
マ
ン
チ
ツ
ク
な
功
利
主
義
」
を
唱
え
た
背
景
に
は
「
世
界
に
於
け
る
自
国
、
即
ち
自
分
の
要
求
と
立
場
と
を
無
視
し
て
、
荐
り
に
軽
薄
な
る
流
行
を
追
」
っ
て
い
る
論
者
の
存
在
が
あ
っ
た）
76
（
。
そ
の
た
め
「
吾
が
同
胞
」
は
「
功
利
主
義
」
の
洗
礼
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
、
田
中
が
示
唆
す
る
「
反
功
利
的
の
声
」
を
放
つ
論
者
は
無
批
判
に
オ
イ
ケ
ン
や
ベ
ル
グ
ソ
ン
な
ど
を
翻
訳
紹
介
す
る
論
者
や
そ
れ
を
受
容
す
る
読
者
を
さ
す）
77
（
。
彼
ら
の
海
外
思
想
の
受
容
に
対
し
て
田
中
は
批
判
を
加
え
て
い
た
。「
反
功
利
的
の
声
」
に
よ
る
弊
害
に
つ
い
て
、
田
中
は
要
求
の
不
実
現
を
指
摘
す
る）
78
（
。
こ
こ
で
い
う
要
求
と
は
「
現
存
の
材
料
を
用
ゐ
て
、
或
る
理
想
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
」
も
28
の
を
さ
す
。
そ
の
要
求
は
「
前
人
な
ら
ば
多
分
不
可
能
と
し
、
不
可
思
議
と
し
た
ろ
う
と
思
は
る
る
現
代
生
活
の
一
つ
の
象
徴
」
で
あ
る
飛
行
機
を
も
生
み
出
し
た
。
つ
ま
り
、
田
中
に
と
っ
て
要
求
と
は
理
想
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
原
動
力
で
あ
り
、
か
つ
源
泉
と
も
な
り
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
問
題
と
し
て
日
本
に
は
「
代
議
政
治
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
冒
険
の
要
素
は
華
々
し
く
現
は
れ
て
居
な
い
」
と
い
う
。
要
す
る
に
、
現
状
に
お
い
て
は
要
求
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
冒
険
的
な
態
度
が
見
出
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
、
田
中
は
「
ロ
オ
マ
ン
チ
ツ
ク
な
功
利
主
義
」
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
を
試
み
る
。
で
は
、
主
張
の
内
容
に
つ
い
て
み
よ
う
。「
ロ
オ
マ
ン
チ
ツ
ク
な
功
利
主
義
」
を
構
成
す
る
「
ロ
オ
マ
ン
ス
」
と
「
功
利
」
に
つ
い
て
田
中
は
次
の
よ
う
に
定
義
づ
け
る
。
功
利
は
、
主
観
が
出
来
る
だ
け
経
済
的
に
或
る
欲
望
を
満
た
す
の
目
的
を
以
て
、
彼
れ
が
選
択
し
、
若
し
く
は
、
創
設
し
た
方
法
に
与
へ
る
価
値
で
あ
る
。（
中
略
）
ロ
オ
マ
ン
ス
は
主
観
が
新
た
に
生
ず
る
或
る
欲
望
を
出
来
る
だ
け
豊
富
に
満
た
す
目
的
を
以
て
、
彼
れ
の
資
格
が
許
す
限
り
、
汎
く
深
く
其
れ
が
方
法
を
索
め
る
気
分
又
は
努
力
で
あ
る
。
と
し
た
い
と
欲
ふ
）
79
（
。
「
功
利
」
は
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
可
能
な
限
り
経
済
的
な
方
法
を
取
る
。
「
ロ
オ
マ
ン
ス
」
は
個
人
の
「
資
格
が
許
す
限
り
」
の
方
法
を
模
索
す
る
。
さ
ら
に
、「
功
利
」
は
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
満
足
の
程
度
と
満
足
を
得
る
た
め
の
労
力
を
比
較
（「
商
較
」）
す
る
こ
と
で
方
法
の
選
択
基
準
を
与
え
る
。
つ
ま
り
、
経
済
的
に
労
力
に
見
合
っ
た
満
足
を
得
る
方
法
を
選
択
す
る
こ
と
を
さ
す
。
「
ロ
オ
マ
ン
ス
」
は
生
活
上
に
お
け
る
不
測
の
事
態
に
対
処
す
る
た
め
に
「
思
想
上
の
冒
険
を
試
み
る
」
能
力
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
新
た
な
状
況
に
置
か
れ
た
時
に
対
応
す
る
た
め
の
方
法
を
生
み
出
す
。
さ
ら
に
、
両
者
の
関
係
は
「
功
利
が
基
本
で
あ
つ
て
、
ロ
オ
マ
ン
ス
は
そ
れ
に
色
付
け
る
に
過
ぎ
な
い
」
と
す
る
。
従
っ
て
、「
ロ
オ
マ
ン
チ
ツ
ク
な
功
利
主
義
」
と
は
、
満
足
に
見
合
っ
た
労
力
に
基
づ
い
て
「
思
想
上
の
冒
険
」
を
行
う
こ
と
で
、
新
し
い
環
境
に
対
応
す
る
理
論
的
態
度
を
さ
す
。
す
な
わ
ち
、
新
し
い
境
遇
に
対
応
す
る
た
め
に
、「
ロ
オ
マ
ン
ス
」
に
よ
っ
て
思
考
実
験
を
行
う
こ
と
で
、
新
し
い
生
活
の
指
針
（
選
択
肢
）
を
生
み
出
す
。
し
か
し
、
そ
こ
で
生
み
出
さ
れ
る
も
の
に
は
現
実
的
に
実
現
不
可
能
な
要
求
も
含
ま
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
必
要
と
な
る
の
が
「
功
利
」
の
基
準
に
よ
っ
て
無
駄
な
行
動
を
避
け
る
現
実
的
な
方
法
を
選
択
す
る
能
力
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
「
ロ
オ
マ
ン
チ
ツ
ク
な
功
利
主
義
」
と
は
未
定
の
現
実
に
対
し
て
絶
え
ず
思
考
実
験
を
す
る
こ
と
で
理
想
を
実
現
し
よ
う
と
努
力
し
続
け
る
理
論
的
態
度
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
も
は
や
、
従
来
「
我
国
に
於
け
る
自
然
主
義
を
論
ず
」（
一
九
〇
八
年
八
月
）
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
一
致
と
分
化
を
前
提
に
し
た
発
想
は
な
い
。
つ
ま
り
、
新
し
い
境
遇
へ
の
対
処
が
個
人
の
「
品
性
」
に
よ
っ
て
必
然
的
に
決
定
さ
れ
る
よ
う
な
発
想
は
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
田
中
は
「
私
は
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
よ
り
ロ
オ
マ
ン
チ
ツ
ク
な
功
利
主
義
に
移
つ
た
」
と
ま
で
言
及
す
る
に
至
っ
た）
80
（
。
　
さ
て
、
次
に
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
か
ら
「
ロ
オ
マ
ン
チ
ツ
ク
な
功
利
主
義
」
へ
の
言
及
を
考
察
し
よ
う
。
田
中
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
へ
の
態
度
は
田
中
自
身
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ま
た
先
行
研
究
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
立
場
を
擁
護
す
る
が
、
自
身
の
立
場
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
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捉
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い
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と
こ
ろ
が
、「
功
利
の
貯
蔵
と
し
て
の
ロ
オ
マ
ン
ス
」（
一
九
一
五
年
四
月
）
に
て
明
確
に
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
か
ら
移
っ
た
と
断
言
し
た
。
こ
こ
に
は
明
ら
か
に
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
克
服
を
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
田
中
が
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
か
で
あ
る
。
　
ジ
ェ
ー
ム
ズ
（W
illiam
 Jam
es
）
の
死
の
翌
年
、『
読
売
新
聞
』
に
寄
せ
ら
れ
た
「
故
教
授
ウ
井
リ
ア
ム
、
ジ
エ
ー
ム
ス
氏
を
追
憶
す
」（
一
九
一
一
年
二
月
）
中
で
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
は
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
知
識
は
そ
れ
は
如
何
な
る
種
の
も
の
で
も
、
必
ず
或
る
目
的
に
依
つ
て
作
ら
れ
、
且
つ
或
る
目
的
に
対
つ
て
活
ら
い
て
居
る
と
い
ふ
こ
と
が
見
出
さ
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
今
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
が
知
識
を
志
向
と
見
る
の
は
、
夫
を
其
根
底
よ
り
見
よ
う
と
し
て
来
た
結
果
に
過
な
い
。
つ
ま
り
、
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
は
あ
ら
ゆ
る
経
験
を
志
向
的
に
見
よ
う
と
す
る
の
で
あ
つ
て
、
決
し
て
実
用
的
に
見
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。（
中
略
）
事
物
を
志
向
に
見
る
と
云
へ
ば
、
そ
れ
を
根
底
よ
り
考
察
す
る
結
果
と
し
て
、
自
然
に
そ
れ
に
含
ま
れ
た
る
目
的
を
取
り
入
れ
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
反
し
て
実
用
的
に
事
物
を
見
る
と
云
へ
ば
、
当
の
瞬
間
が
そ
れ
よ
り
要
求
す
る
功
利
の
方
面
だ
け
を
抽
象
し
て
、
其
の
も
の
全
体
の
性
質
を
定
め
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る）
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こ
こ
で
田
中
は
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
は
「
知
識
」
を
「
志
向
」
と
み
る
も
の
で
、「
あ
ら
ゆ
る
経
験
」
も
「
志
向
的
に
見
よ
う
と
す
る
」
も
の
と
す
る
。「
事
物
を
志
向
に
見
る
」
と
は
「
実
用
的
に
事
物
を
見
る
」
よ
う
に
「
当
の
瞬
間
」
か
ら
全
体
を
判
断
す
る
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
事
物
の
根
底
や
目
的
を
含
め
て
全
体
を
考
慮
に
入
れ
て
「
あ
ら
ゆ
る
経
験
」
を
判
断
す
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
と
は
特
殊
か
ら
普
遍
の
「
志
向
」
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
い
換
え
ら
れ
る
。
　
そ
し
て
、
筆
者
が
「
断
定
」
の
解
釈
の
変
化
を
指
摘
し
た
「
知
識
と
信
仰
」
（
一
九
一
二
年
五
月
）
で
は
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
通
例
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
は
知
識
の
性
質
を
明
か
に
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
大
な
る
功
績
が
あ
る
と
見
做
さ
れ
て
居
る
が
、
併
し
一
層
深
く
考
へ
る
と
、
其
れ
は
反
つ
て
信
仰
の
作
用
を
明
ら
か
に
す
る
に
与
つ
て
更
に
大
な
る
功
績
が
あ
つ
た
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
は
凡
て
の
知
識
の
根
底
は
信
仰
の
基
礎
の
上
に
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
証
明
し
て
、
同
時
に
凡
て
の
信
仰
の
本
質
は
知
識
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
暗
示
し
た
の
で
あ
る
。
其
の
結
果
と
し
て
、
今
日
に
於
て
も
尚
ほ
信
仰
と
知
識
と
が
別
々
の
概
念
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
異
な
る
種
類
の
経
験
を
指
す
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
同
し
経
験
の
異
な
る
範
囲
或
は
段
階
を
指
す
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る）
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こ
こ
で
、
田
中
は
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
が
「
知
識
」
の
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
こ
に
な
か
っ
た
側
面
が
反
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
逆
説
的
に
「
信
仰
の
作
用
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
故
、「
知
識
」
と
「
信
仰
」
の
相
関
性
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。「
知
識
」
と
「
信
仰
」
の
相
関
性
の
論
証
が
「
暗
示
」
に
と
ど
30
ま
っ
た
の
は
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
不
足
を
認
め
た
か
ら
で
あ
る
。
　
以
上
か
ら
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
は
「
知
識
」
を
「
志
向
」
と
み
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
指
摘
を
踏
ま
え
る
と
、「
信
仰
」
の
要
素
が
欠
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
特
殊
の
中
か
ら
普
遍
の
「
志
向
」
を
読
み
取
る
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
は
「
ロ
オ
マ
ン
ス
」
に
あ
た
る
主
観
的
な
感
情
の
側
面
が
不
足
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
「
信
仰
」
の
要
素
が
欠
け
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
は
「
信
仰
の
本
質
は
知
識
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
暗
示
し
た
の
で
あ
る
」。「
功
利
の
貯
蔵
と
し
て
の
ロ
オ
マ
ン
ス
」
（
一
九
一
五
年
四
月
）
に
て
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
か
ら
「
ロ
オ
マ
ン
チ
ツ
ク
な
功
利
主
義
」
へ
移
っ
た
と
指
摘
し
た
理
由
も
頷
け
る
だ
ろ
う
。
お
わ
り
に
　『
吾
が
非
哲
学
』
に
お
け
る
自
身
の
思
想
変
化
の
言
及
は
「
断
定
」
に
お
け
る
調
和
に
お
い
て
感
情
（「
信
仰
」）
の
要
素
が
大
き
な
位
置
を
占
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
で
、
主
客
の
関
係
を
再
構
築
し
よ
う
と
主
観
的
な
「
ロ
オ
マ
ン
ス
」
と
客
観
的
な
「
実
利
」
を
持
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
従
来
の
思
想
で
は
、
生
活
を
発
展
・
維
持
さ
せ
る
観
点
か
ら
「
断
定
」
の
分
裂
が
起
き
（
生
活
の
矛
盾
）、「
品
性
」
に
よ
っ
て
必
然
的
に
調
和
が
な
さ
れ
た
。
従
来
の
思
想
と
比
較
し
た
場
合
、
生
活
の
中
で
生
じ
る
「
断
定
」
の
分
裂
は
感
情
の
よ
う
な
主
観
的
な
側
面
を
利
用
す
る
こ
と
で
調
和
が
な
さ
れ
る
思
想
に
移
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
生
活
の
矛
盾
を
解
決
す
る
態
度
は
受
動
的
で
あ
っ
た
が
、
能
動
的
に
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
従
っ
て
未
定
の
現
実
に
冒
険
的
に
対
応
す
る
「
ロ
オ
マ
ン
ス
」
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
統
制
原
理
と
し
て
「
実
利
」
の
必
要
性
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
思
想
変
化
の
背
景
に
は
感
情
を
め
ぐ
る
二
つ
の
要
因
が
見
出
さ
れ
る
。
一
つ
は
自
然
主
義
文
学
者
ら
と
の
論
争
の
中
で
、
感
情
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
と
批
判
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
田
中
は
自
然
主
義
文
学
者
ら
が
「
現
実
」
に
固
執
し
、「
理
想
」
を
排
斥
す
る
態
度
に
批
判
を
加
え
、「
現
実
」
と
「
理
想
」
の
不
可
分
を
唱
え
た
。
ま
た
、
批
判
に
と
ど
ま
る
だ
け
で
な
く
、
自
然
主
義
文
学
を
正
路
に
導
く
た
め
「
現
実
」
に
根
ざ
し
な
が
ら
も
「
理
想
」
を
実
現
す
る
た
め
の
運
動
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
こ
と
を
訴
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
泡
鳴
論
を
め
ぐ
る
論
争
、『
書
斎
よ
り
街
頭
に
』（
一
九
一
一
年
）
や
『
哲
人
主
義
』（
一
九
一
二
年
）
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
田
中
は
自
身
の
理
論
的
欠
点
を
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
田
中
の
理
論
は
感
情
の
不
理
解
を
指
摘
さ
れ
、
人
間
の
実
態
に
即
さ
な
い
理
論
と
し
て
多
く
の
批
判
的
論
評
を
受
け
た
。
も
う
一
つ
は
、
自
然
主
義
文
学
の
衰
退
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で
文
壇
が
変
化
し
て
い
く
中
で
、
自
然
主
義
文
学
の
反
動
と
し
て
生
じ
た
感
情
を
重
視
す
る
文
芸
に
も
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
に
対
応
す
る
た
め
に
感
情
の
位
置
づ
け
を
再
考
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
　
こ
う
し
た
中
で
、
田
中
は
目
的
と
方
便
の
一
致
で
あ
る
「
断
定
」
に
感
情
の
要
素
が
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
認
め
、
感
情
を
利
用
す
る
こ
と
に
積
極
的
な
意
味
を
も
た
せ
よ
う
と
す
る
。
こ
の
結
果
が
『
吾
が
非
哲
学
』
に
通
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
、『
吾
が
非
哲
学
』
に
お
い
て
は
、「
実
利
」
と
「
ロ
オ
マ
ン
ス
」
の
比
重
に
つ
い
て
周
囲
の
反
応
を
見
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
問
題
提
起
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
自
然
主
義
文
学
の
次
に
流
行
し
た
オ
イ
ケ
ン
や
ベ
ル
グ
ソ
ン
へ
の
対
応
と
し
て
、「
功
利
」
に
基
づ
い
た
「
ロ
オ
マ
ン
ス
」
を
主
張
す
る
こ
と
で
、
両
者
の
比
重
を
確
定
さ
せ
た
「
ロ
オ
マ
ン
チ
ツ
ク
な
功
利
主
義
」
を
唱
え
た
。
こ
う
し
て
、
田
中
は
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
31　　田中王堂の思想変化に関する考察─自然主義文学をめぐる論争を踏まえて─
ズ
ム
か
ら
思
想
が
移
っ
た
と
言
及
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
　
同
時
代
か
ら
も
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
田
中
は
思
想
変
化
の
な
い
人
物
と
さ
れ
て
き
た
。
確
か
に
、
二
項
対
立
を
調
和
す
る
よ
う
な
、
生
活
に
お
い
て
生
じ
る
諸
種
の
調
和
を
求
め
る
発
想
に
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
根
本
的
な
枠
組
み
に
対
す
る
変
化
は
な
い
と
批
判
さ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
ま
た
、
結
果
的
に
「
ロ
オ
マ
ン
チ
ツ
ク
な
功
利
主
義
」
を
主
張
す
る
こ
と
で
、
主
観
に
比
べ
て
客
観
的
な
側
面
を
重
視
さ
せ
る
見
方
は
変
化
し
て
い
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、「
断
定
」
の
解
釈
に
対
す
る
思
想
変
化
は
田
中
に
と
っ
て
、
根
本
的
な
思
想
変
化
と
い
え
な
く
と
も
理
論
に
お
け
る
深
化
と
ま
で
は
み
な
し
て
も
よ
い
。
こ
の
意
味
で
、
筆
者
は
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
田
中
を
変
化
の
な
い
思
想
家
と
し
て
扱
う
こ
と
は
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
彼
は
時
代
と
向
き
合
い
、
そ
の
都
度
理
論
を
組
み
立
て
、
対
応
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
注
（
1
）　
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
受
容
か
ら
田
中
を
扱
う
研
究
は
特
に
戦
後
歴
史
学
期
に
多
く
見
ら
れ
た
。
主
な
文
献
は
以
下
参
照
。
吉
田
精
一
「
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
の
移
入
と
消
化
」（『
自
然
主
義
研
究
　
上
』
東
京
堂
、
一
九
五
八
年
）。
魚
津
郁
夫
「
日
本
に
お
け
る
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」（『
思
想
』
第
三
八
三
号
、
一
九
五
六
年
）。
大
井
正
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
あ
ら
わ
れ
た
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
│
田
中
王
堂
に
つ
い
て
」（『
日
本
近
代
思
想
の
論
理
』
合
同
出
版
社
、
一
九
五
八
年
）。
芝
田
進
午
「
日
本
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
│
田
中
王
堂
の
ば
あ
い
│
」（『
講
座
　
現
代
の
哲
学
　
第
五
巻
』
有
斐
閣
、
一
九
五
八
年
）。
舩
山
信
一
「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
受
容
と
展
開
」（『
大
正
哲
学
史
研
究
』
法
律
文
化
社
、
一
九
六
五
年
）。G
.K
.
ピ
ォ
ヴ
ェ
ザ
ー
ナ
著
：
宮
川
透
・
田
崎
哲
郎
訳
「
田
中
王
堂
の
器
具
主
義
」（『
近
代
日
本
の
哲
学
と
思
想
』
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
六
五
年
）。
判
沢
弘
「
田
中
王
堂
│
日
本
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
源
流
」（『
土
着
の
思
想
：
近
代
日
本
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
た
ち
』
紀
伊
国
屋
新
書
、
一
九
六
七
年
。
中
里
良
男
「
日
本
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」（『
日
本
デ
ュ
ー
イ
学
会
紀
要
』
第
一
〇
号
、
一
九
六
九
年
）。
磯
野
友
彦
「
田
中
王
堂
と
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
」（『
日
本
デ
ュ
ー
イ
学
会
紀
要
』
第
二
一
号
、
一
九
八
〇
年
）。
山
田
英
世
「
明
治
期
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
受
容
」（『
明
治
プ
ラ
グ
マ
テ
イ
ズ
ム
と
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
』
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
三
年
）。
（
2
）　
金
子
馬
治
「
田
中
王
堂
氏
の
追
憶
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
三
二
年
五
月
一
二
日
付
）。
（
3
）　
菊
池
寛
編
集
『
日
本
英
雄
伝
　
第
六
巻
』
非
凡
閣
、
一
九
三
九
年
、
三
四
二
〜
三
頁
。
筆
者
は
不
詳
。
な
お
、
磯
野
友
彦
氏
は
筆
者
を
正
宗
白
鳥
と
推
定
し
て
い
る
（
磯
野
友
彦
「
徹
底
個
人
主
義
に
お
け
る
「
生
活
」
の
意
味
」（
峰
島
旭
雄
編
『
近
代
日
本
思
想
史
の
群
像
』
北
樹
出
版
、
一
九
九
七
年
、
一
五
二
頁
）
。
（
4
）　
詳
し
く
は
次
を
参
照
さ
れ
た
い
。
上
田
博
「
き
れ
ぎ
れ
に
心
に
浮
ん
だ
感
じ
と
回
想
│
「
二
重
生
活
の
統
一
」
│
」（『
石
川
啄
木
の
文
学
』
桜
楓
社
、
一
九
八
七
年
）・
上
田
博
「
田
中
王
堂
「
文
芸
の
小
化
」
か
ら
石
橋
湛
山
「
自
己
観
照
の
足
ら
ざ
る
文
芸
」
へ
」（『
花
袋
研
究
学
会
々
誌
』
第
七
号
、
一
九
八
九
年
）・
若
林
敦
「
石
川
啄
木
に
お
け
る
田
中
王
堂
の
理
論
と
受
容
：
啄
木
の
実
生
活
お
よ
び
「
食
う
べ
き
詩
」
の
詩
論
」（『
長
岡
技
術
科
学
大
学
言
語
・
人
文
科
学
論
集
』
第
一
〇
号
、
一
九
九
六
年
）・
田
口
道
昭
「
啄
木
と
石
橋
湛
山
」（『
石
川
啄
木
論
攷
│
青
年
・
国
家
・
自
然
主
義
│
』
太
洋
社
、
二
〇
一
七
年
）。
（
5
）　
吉
田
精
一
『
近
代
文
芸
評
論
史
　
明
治
篇
』
至
文
堂
、
一
九
八
一
年
、
九
二
八
頁
。
（
6
）　
北
村
実
「
解
説
」（『
田
中
王
堂
著
作
集
　
第
六
巻
』
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
、
四
九
七
頁
）。
（
7
）　「
引
」（
田
中
王
堂
『
吾
が
非
哲
学
』
敬
文
館
、
一
九
一
三
年
一
二
月
、
一
〜
二
頁
）。
（
8
）　「
新
し
き
決
心
」（
前
掲
『
吾
が
非
哲
学
』
六
頁
）。
（
9
）　
全
文
は
以
下
で
あ
る
。「
学
徒
の
識
見
と
、
志
士
の
意
気
と
を
併
せ
有
し
、
志
士
32
の
経
綸
を
以
て
学
徒
の
研
鑽
を
積
み
、
学
徒
の
襟
期
を
以
て
志
士
の
利
功
を
建
て
た
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
」（『
書
斎
よ
り
街
頭
に
』（
広
文
堂
書
店
、
一
九
一
一
年
、
一
頁
）
。
（
10
）　
田
中
喜
一
「
我
国
に
於
け
る
自
然
主
義
を
論
ず
」（『
明
星
』
一
九
〇
八
年
八
月
、
九
五
頁
）。
（
11
）　
田
中
喜
一
談
「
教
育
と
小
説
」（『
太
陽
』
一
九
〇
八
年
一
月
、
一
二
九
〜
一
三
〇
頁
）。
（
12
）　
同
右
、
一
三
一
頁
。
（
13
）　
田
中
喜
一
「
国
運
と
文
芸
」（『
明
星
』
一
九
〇
八
年
一
月
、
七
三
頁
）。
（
14
）　
管
見
の
限
り
、
自
然
主
義
文
学
者
が
田
中
の
談
話
以
前
に
象
徴
主
義
に
つ
い
て
著
し
た
も
の
を
列
挙
す
る
。
長
谷
川
天
渓
「
表
象
主
義
の
文
学
」（『
太
陽
』
一
九
〇
五
年
一
〇
〜
一
一
月
）・
島
村
抱
月
「
囚
は
れ
た
る
文
芸
」（『
早
稲
田
文
学
』
一
九
〇
六
年
一
月
）・
岩
野
泡
鳴
「
自
然
主
義
的
表
象
詩
論
」（『
帝
国
文
学
』
一
九
〇
七
年
四
月
）・
生
田
長
江
「
象
徴
主
義
」（『
新
潮
』
一
九
〇
七
年
一
〇
〜
一
一
月
）
で
あ
る
。
木
股
編
文
献
を
中
心
に
筆
者
が
関
連
し
そ
う
な
著
作
を
付
け
加
え
た
（
木
股
知
史
編
『
近
代
日
本
の
象
徴
主
義
』
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
四
年
）。
（
15
）　
田
中
喜
一
「
夏
目
漱
石
氏
の
『
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
』
を
評
す
」（『
明
星
』
一
九
〇
八
年
三
月
、
一
三
一
頁
）。
（
16
）　
夏
目
漱
石
を
初
め
の
評
論
対
象
と
し
た
の
は
『
文
学
論
』
と
『
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
』
を
「
今
代
の
芸
術
的
意
識
を
啓
明
し
芸
術
的
良
心
を
訓
育
す
る
に
與
つ
て
多
大
の
効
果
あ
る
」
も
の
と
田
中
が
み
な
し
た
か
ら
で
あ
る
（
田
中
喜
一
「
夏
目
漱
石
氏
の
『
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
』
を
評
す
」『
明
星
』
一
九
〇
八
年
二
月
、
三
〜
四
頁
）。
（
17
）　
前
掲
「
我
国
に
於
け
る
自
然
主
義
を
論
ず
」
四
二
〜
三
頁
。
（
18
）　
同
右
、
四
八
頁
。
（
19
）　
同
右
、
四
四
頁
。
（
20
）　
同
右
、
四
七
頁
。
（
21
）　
同
右
、
八
一
頁
。
（
22
）　
同
右
、
八
二
頁
。
（
23
）　
同
右
、
八
二
〜
三
頁
。
（
24
）　
同
右
、
八
二
頁
。
（
25
）　
岩
野
泡
鳴
「
若
宮
田
中
比
較
論
」（『
中
央
公
論
』
一
九
一
七
年
十
二
月
、
七
一
頁
）。
（
26
）　
前
掲
「
我
国
に
於
け
る
自
然
主
義
を
論
ず
」
九
五
頁
。
（
27
）　
田
中
喜
一
「
岩
野
泡
鳴
氏
の
人
生
観
及
び
芸
術
観
を
論
ず
」（『
中
央
公
論
』
一
九
〇
九
年
九
月
、
七
一
頁
）。
（
28
）　
こ
の
旨
を
近
松
秋
江
に
田
中
は
伝
え
て
い
た
こ
と
か
ら
。
ま
た
、
同
じ
旨
は
近
松
を
経
由
し
て
岩
野
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
（
岩
野
泡
鳴
「
田
中
氏
の
「
具
体
的
理
想
主
義
」
を
評
す
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
〇
九
年
五
月
二
三
日
付
）。
（
29
）　
前
掲
「
岩
野
泡
鳴
氏
の
人
生
観
及
び
芸
術
観
を
論
ず
」
一
九
〜
二
三
頁
。
（
30
）　「
時
評
」（『
帝
国
文
学
』
一
九
〇
九
年
一
〇
月
、
一
二
三
頁
）。
（
31
）　
田
山
花
袋
「
イ
ン
キ
壺
」（『
文
章
世
界
』
一
九
〇
九
年
九
月
、
一
〇
〇
〜
一
頁
）。
（
32
）　
同
右
、
一
〇
一
頁
。
（
33
）　
近
松
秋
江
は
田
中
か
ら
の
「
哲
学
及
び
評
論
に
関
す
る
智
識
の
感
化
」
を
自
認
し
て
い
る
（
徳
田
秋
江
「
文
壇
無
駄
話
（
之
も
個
人
の
告
白
？
）」（『
読
売
新
聞
』
一
九
〇
九
年
九
月
二
六
日
付
）。
（
34
）　
徳
田
秋
江
「
泡
鳴
論
」
と
「
懐
疑
と
告
白
」
（『
文
章
世
界
』
一
九
〇
九
年
一
〇
月
、
六
六
頁
）。
（
35
）　
徳
田
秋
江
「
文
壇
無
駄
話
（
之
も
個
人
の
告
白
？
）」（『
読
売
新
聞
』
一
九
〇
九
年
九
月
二
六
日
付
）。
（
36
）　
こ
こ
で
の
「
個
々
」
に
は
「
い
ん
ぢ
び
ぢ
ゆ
あ
り
ち
ん
」
と
ル
ビ
が
ふ
ら
れ
て
い
る
。individuality
と
思
わ
れ
る
。
（
37
）　
前
掲
「
文
壇
無
駄
話
（
之
も
個
人
の
告
白
？
）」
（
38
）　
白
松
南
山
「
書
斎
よ
り
街
頭
へ
」
を
読
ん
で
」（『
早
稲
田
文
学
』
一
九
一
一
年
九
月
、
四
〇
〜
二
頁
）。
（
39
）　「
明
智
」
の
方
面
と
し
て
杉
森
は
「
智
力
、
理
論
、
光
」
を
挙
げ
て
い
る
。
（
40
）　
平
塚
ら
い
て
う
「
円
窓
よ
り
」（『
青
鞜
』
一
九
一
二
年
七
月
、
九
七
〜
九
頁
）。
33　　田中王堂の思想変化に関する考察─自然主義文学をめぐる論争を踏まえて─
（
41
）　
田
中
喜
一
「
道
徳
経
験
に
於
け
る
情
的
評
価
の
作
用
及
び
制
限
」（『
丁
酉
倫
理
会
倫
理
講
演
集
』
一
九
一
〇
年
五
月
、
四
頁
）。
（
42
）　
前
掲
「
円
窓
よ
り
」
九
九
〜
一
〇
一
頁
。
（
43
）　
川
合
大
輔
『
土
田
杏
村
の
思
想
と
人
文
科
学
』
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
六
年
、
一
二
一
〜
四
頁
。
（
44
）　
田
口
道
昭
『
石
川
啄
木
論
攷
：
青
年
・
国
家
・
自
然
主
義
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
年
、
四
三
四
頁
。
（
45
）　
桑
木
厳
翼
「
三
つ
の
書
物
」（『
芸
文
』
一
九
一
二
年
九
月
、
八
七
頁
）。
（
46
）　
吉
田
精
一
『
自
然
主
義
の
研
究
　
下
巻
』
東
京
堂
、
一
九
五
五
年
、
四
六
三
頁
。
（
47
）　
上
田
博
・
瀧
本
和
成
編
『
明
治
文
学
史
』
晃
洋
書
房
、
一
九
九
八
年
、
七
三
頁
。
（
48
）　
前
掲
「
田
中
王
堂
「
文
芸
の
小
化
」
か
ら
石
橋
湛
山
「
自
己
観
照
の
足
ら
ざ
る
文
芸
」
へ
」
三
五
〜
六
頁
。
（
49
）　「
四
十
四
年
文
界
の
事
実
」（『
文
章
世
界
』
一
九
一
二
年
一
月
、
十
一
頁
）。
（
50
）　「
当
来
の
文
芸
（
一
）」（『
国
民
新
聞
』
一
九
一
一
年
八
月
八
日
付
）。
（
51
）　
田
中
王
堂
「
当
来
の
文
芸
　
主
張
を
拡
充
せ
よ
（
二
）」（『
国
民
新
聞
』
一
九
一
一
年
八
月
一
三
日
付
）。
（
52
）　「
自
然
主
義
」
深
化
の
た
め
に
は
二
つ
の
要
素
と
必
要
と
す
る
。
そ
れ
は
「
現
実
と
相
合
し
て
事
実
の
意
義
と
な
つ
て
居
る
理
想
」
と
「
性
格
と
相
待
て
人
物
を
作
つ
て
居
る
境
遇
」
の
要
素
で
あ
る
。
（
53
）　
島
村
抱
月
「
当
来
の
文
芸
　
更
に
深
き
一
点
を
加
え
よ
」（『
国
民
新
聞
』
一
九
一
一
年
八
月
三
日
付
）
（
54
）　
金
子
筑
水
「
当
来
の
文
芸
　
模
倣
の
境
を
脱
せ
よ
」（『
国
民
新
聞
』
一
九
一
一
年
八
月
二
〇
日
付
）。
（
55
）　
前
掲
「
夏
目
漱
石
氏
の
『
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
』
を
評
す
」
二
月
、
一
五
頁
。
（
56
）　
前
掲
「
道
徳
経
験
に
於
け
る
情
的
評
価
の
作
用
及
び
制
限
」
六
頁
。
（
57
）　
同
右
、
四
頁
。
（
58
）　「
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
の
後
」（『
哲
学
雑
誌
』
一
九
一
二
年
二
月
）・「
知
識
と
信
仰
」
（『
東
洋
時
論
』
一
九
一
二
年
五
月
）・「
信
仰
の
意
義
と
二
種
の
信
仰
」（
林
碩
次
編
『
現
代
名
家
信
仰
の
告
白
』
東
京
崇
文
館
、
一
九
一
三
年
）・「
新
生
活
即
新
信
仰
」
（『
国
家
及
国
家
学
』
一
九
一
三
年
十
月
）・「
信
仰
の
合
理
性
」（『
新
日
本
』
一
九
一
四
年
五
月
）・「
信
仰
の
進
化
」（『
中
央
公
論
』
一
九
一
四
年
五
月
）
（
59
）　
前
掲
「
知
識
と
信
仰
」
二
九
〜
三
七
頁
。
な
お
同
一
の
論
考
が
『
丁
酉
倫
理
会
倫
理
講
演
集
』（
一
九
一
三
年
一
〇
月
）
に
も
転
載
さ
れ
て
い
る
。
（
60
）　
前
掲
「
知
識
と
信
仰
」
三
六
頁
。
（
61
）　
前
掲
「
我
国
に
於
け
る
自
然
主
義
を
論
ず
」
四
六
頁
。
（
62
）　
前
掲
「
知
識
と
信
仰
」
三
二
頁
。
（
63
）　
同
右
、
三
一
頁
。
（
64
）　
同
右
、
三
二
〜
三
頁
。
（
65
）　
田
中
喜
一
「
宗
教
に
対
す
る
予
の
態
度
」（『
文
章
世
界
』
一
九
〇
九
年
八
月
、
七
九
頁
）。
（
66
）　
前
掲
「
知
識
と
信
仰
」
三
四
頁
。
（
67
）　
田
中
王
堂
「
新
時
代
の
人
生
観
」（『
無
名
通
信
』
一
九
一
三
年
四
月
、
七
一
〜
三
頁
）。
（
68
）　「
引
」（
前
掲
『
吾
が
非
哲
学
』
一
頁
）。
（
69
）　「
新
し
き
決
心
」（
前
掲
『
吾
が
非
哲
学
』
三
頁
）。
（
70
）　
相
馬
生
「
最
近
思
潮
」（『
早
稲
田
文
学
』
一
九
一
四
年
六
月
、
六
六
頁
）。
（
71
）　
同
右
、
六
五
頁
。
（
72
）　
同
右
、
六
七
頁
。
（
73
）　
野
村
隈
畔
「
新
刊
紹
介
」（『
第
三
帝
国
』
一
九
一
四
年
三
月
、
二
一
頁
）。
（
74
）　
安
倍
能
成
「『
吾
が
非
哲
学
』
を
読
む
」（『
思
想
と
文
化
』
高
陽
社
、
一
九
二
四
年
、
二
二
二
〜
三
頁
、
初
出
『
読
売
新
聞
』
一
九
一
四
年
五
月
一
九
日
付
）。
（
75
）　
田
中
王
堂
「
功
利
の
貯
蔵
と
し
て
の
ロ
オ
マ
ン
ス
」（『
中
央
公
論
』
一
九
一
五
年
四
月
、
三
四
頁
）。
な
お
、
こ
こ
で
は
「
一
昨
年
の
初
夏
」
に
発
表
し
た
と
あ
る
が
『
吾
が
非
哲
学
』
の
刊
行
は
一
九
一
三
年
一
二
月
で
あ
る
。
た
だ
、「
実
利
」
と
「
ロ
オ
マ
ン
ス
」
に
つ
い
て
述
べ
た
「
新
時
代
の
人
生
観
」
は
『
無
名
通
信
』（
一
九
一
三
年
四
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
刊
行
時
期
に
つ
い
て
は
誤
解
が
み
え
る
。
34
（
76
）　
前
掲
「
功
利
の
貯
蔵
と
し
て
の
ロ
オ
マ
ン
ス
」
四
六
頁
。
（
77
）　
田
中
王
堂
「
刻
下
の
戦
乱
と
我
国
の
思
潮
」（『
文
章
世
界
』
一
九
一
四
年
一
一
月
、
一
一
頁
）。
（
78
）　
前
掲
「
功
利
の
貯
蔵
と
し
て
の
ロ
オ
マ
ン
ス
」
四
三
〜
四
頁
。
（
79
）　
同
右
、
三
五
〜
六
頁
。
（
80
）　
同
右
、
四
六
頁
。
（
81
）　
姜
克
実
『
石
橋
湛
山
の
思
想
史
的
研
究
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九
二
年
、
二
七
二
〜
三
頁
）。
（
82
）　「
故
教
授
ウ
井
リ
ア
ム
、
ジ
エ
ー
ム
ス
氏
を
追
憶
す
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
一
一
年
二
月
二
六
日
付
）。
（
83
）　
前
掲
「
知
識
と
信
仰
」
二
九
頁
。
〔
付
記
〕
本
稿
は
二
〇
一
八
年
一
月
に
提
出
し
た
修
士
論
文
「
田
中
王
堂
の
思
想
史
的
研
究
」
の
一
部
で
あ
る
。
